
■矢立のスギ 

江戸時代から様々な書物で紹介され、浮世絵にも

描かれてきました。その名の由来については、出陣

する兵士がこの杉に矢を射立て、武運を祈ったこと

から「矢立ての杉」と呼ばれることになったとする

のが一般的ですが、源頼朝
よりとも

の巻狩説、源為朝
ためとも

の強

弓説など、諸説あります。 
根
ね

廻
まわ

りは 14.8ｍ、目通
め ど お

りは 9.07ｍで、幹は地上約

21.5ｍで折れ、その周囲から出た枝が幹のように伸

び、樹高は約 26.5ｍあります。太さの割に高さがな

いのは幹の途中で折れているからで、落雷によって

折れたと言われています。 
根本には、うろ（空洞）があり、幹の中は上まで空

洞となっていて青空が見られます。これは、1937（昭和 12）年に、うろで野宿した浮

浪者の焚火による火災のためで、今でも内側は炭化して真っ黒になっています。 
また、根本の樹皮が剥

は

がれているのは、「明治 40 年の大水害」（1907 年）で 傍
かたわ

ら

の沢が崩壊して土石流が押し寄せたためと伝えられています。 
樹齢は、はっきりとはわかりませんが、中世の兵士たちが矢を射立てたという伝承が

事実だとすると、すでにその頃、目標として目立った存在であった、つまり巨木であっ

たはずであり、相当に古いものと考えられます。 
歌川
うたがわ

広重
ひろしげ

の「諸国名所百景・甲州矢立の杉」は、スギの全景を画面に納めない構図と、

大の男2人が腕を広げて幹回りを測ろうとするものの半分にも届かない様子や、女性の

旅人が振り返って見上げる様子などを描くことで、その巨大さを表現しています。 
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大月の名所をめぐる小さな旅 

笹子峠自然遊歩道を歩いてみよう 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 大月市郷土資料館 

江戸時代、笹子峠（標高 1,096m）は甲州道中（日本橋～下諏訪 44 宿 53 里）の中

で、一番の難所と言われました。黒野田
く ろ の た

宿（大月市笹子町）から駒飼
こまかい

宿（甲州市大和

村）まで往来するのに、険しい峠道を約500m登り降りしなければならなかったからで

す。 
明治時代に入ってから、明治天皇の 巡幸

じゅんこう

や国道としての指定、県道への格下げをき

っかけにして、道幅を広げたり、勾配
こうばい

を緩やかにするために 蛇行
だ こ う

させたりしたため、

江戸時代の道筋や景観とはだいぶ異なってしまいましたが、蛇行させたことがかえって

いくつかの箇所で部分的に旧道の面影
おもかげ

を残すこととなりました。 
大月市では、中腹に位置する県道212号日影笹子線美久保

み く ぼ

橋から矢立のスギに至る

までの部分を整備して「笹子峠自然遊歩道」を造りました。県道沿いに立つ看板をたよ

りに「遊歩道」に入ると、わずか800mほどの短い距離ですが、沿道にはかつての街道

の賑いや変遷を知ることのできる遺物をいくつも見ることが出来ます。 
2019（令和元）年には、「遊歩道」を含めた笹子峠越の道が文化庁により「歴史の道

百選」に追加選定されました。 
夏休みを使って、このミニブックを片手に「歴史の道」を歩き、いろいろな気づきや

地理院地図（電子国土Web）を加工 






